
資料４

防災機能強化に係る先導的な取組の収集について

（収集方針）

○国立大学附属病院において、防災機能強化を図るための先導的
な取組（５事例程度）を選定

○別紙に掲げる実態調査を行い、下記に掲げる個々の附属病院の
機能・役割を踏まえた、ソフト面の取組事例を中心に選定。そ
の際は、病床規模や想定される災害、地域性なども考慮

（１）附属病院単独の防災機能強化
○病院ＢＣＰに基づく防災訓練などを通じて、防災関連設備の課題を
整理、解決した事例
○防災関連設備整備の計画を策定し、定期的に見直しを行いながら、
強化を図っている事例
○国のガイドラインなどを基に、当該病院の地理的条件や被害想定を
加味して防災関連設備を強化した事例
○学内に附属病院長をトップとした委員会等を設置して、病院ＢＣＰ
や防災対策マニュアルを策定するなど、防災機能強化の体制を整備
している事例

等

（２）他との連携
○近隣病院との連携を強化し、防災関連設備を共同して整備した事例
○県などからの補助を受けて防災関連設備を整備した事例
○民間事業者の協力を得てエネルギー供給ルートの多数回線化や耐震
化を図った事例
○広域の病院間で協定を結び、被災時の患者受入れ等での連携を図っ
ている事例
○医療圏内の病院と連携を図り、災害時の機能・役割を明確化した上
で、その機能・役割を発揮するために必要な防災関連設備を整備し
た事例 等

（ソフト面の取組事例）【一例】



別紙

１．調査対象、調査内容

全国の国立大学附属病院に対して実態調査を実施し、主な防災関連設
備の整備実態などを把握する。

２．様式例（一部記入例を含む）

防災機能強化に関する実態調査について

（１）基本情報

（２）防災関連設備の整備状況

附属病院名 ●●大学医学部附属病院

調査年月日 ●●年●月●●日現在




